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イングランド・ウェールズにおける
障害児アドボカシーサービスの現況
堀 正 嗣

イングランド・ウェールズにおいては, 児童福祉施設等における子どもの参加と意
見表明を支援する独立子どもアドボカシーサービス (	

	) が, 主としてチャリティ団体 (			) より提供されている｡
システムアドボカシーとともにケースアドボカシーをも行う国内人権機関は, 北欧を
起源とする子どもオンブズマン, カナダの子ども家庭アドボカシー事務所, イングラ
ンド等の子どもコミッショナーなど各国に存在するが, 施設で生活する子ども達への
日常的なアドボカシーサービスを普遍的かつ継続的に提供し, また福祉サービスに係
る意思決定における参加と意見表明を強力に支援しているという点では, イングラン
ド・ウェールズの制度と実践は, 世界最先端であると言える｡
私は, 熊本学園大学付属海外事情研究所の助成を受けて, 以下の通り研究調査を行っ
た｡ そこで収集した資料, インタビュー調査の逐語録及び先行研究, 関係資料を基に,
イングランド及びウェールズにおける子どもアドボカシーサービスの現況を明らかに
――
 
日 時 内 容 氏 名 (所属等)
 インタビュー 

(西イングランド大学上級講師),  	

 (アドボカシートレーナー)
! インタビュー 
	"#(	$	
アドボケイト)
! 同行訪問・インタビュー  	(%	アドボケイト)の&	(#
'	)への訪問に同行及びインタビュー
( インタビュー 
)	(*+			アドボケイト)
, 視察・インタビュー
 	-#
	
.		視察｡
/
)
()$	
.		) インタ
ビュー
, 視察・インタビュー %	視察｡ 0		.1	() インタビュー
2 視察・インタビュー +
視察｡ /(	)・
		0(3) インタビュー
するのが本稿の課題である｡ その際, 意見表明に困難性を持ち, 専門的な支援が必要
とされる障害児へのアドボカシーサービスに焦点を当てることとにする｡
 	
	
	 
年に最初の児童虐待防止法が成立するなど, イングランド・ウェールズは子
どもの権利擁護に長く取り組んできた国である｡ とりわけ年代から年代
には, 行政の関与にも関わらず虐待死事件が起き社会問題化する｡ それに対する大規
模な調査が行われ, 調査結果が施策に反映されてきた｡ 当時制定された年児童
法 (	
) は, 現在でも児童福祉施策を進める基礎となる法律である｡
また育成を受けている子ども当事者の声を聴取する研究や育成を受けている子ども当
事者の運動が年代から始まっている (津崎)｡
子どもアドボカシーの発展に大きな影響を及ぼしたのは, 年の国連子どもの
権利条約批准であり, 市民運動及び政策の根拠になった｡ しかし, 子どもアドボカシー
が政策の中心に位置するようになったのは年に労働党が政権交代をしてからで
ある｡ 労働党は教育を最優先課題の一つに掲げ, 教育・福祉問題の背景にある貧困問
題にも力を入れた｡ さらに, 育成を受けている子どものケアの質向上を目指したクオ
リティ・プロテクツ (	) () を年から約年間取り組ん
だ｡ クオリティ・プロテクツは, ケアに関する意思決定過程に子どもが十分に関与す
ることを目指した｡ そのため, アドボカシーサービスに対して政府は資金を確保した｡
このことによって, 多くのアドボカシー市民団体が創設されたのである (	
)｡
この頃北ウェールズにおいて, 養護施設内で長期に起きていた性的虐待を含む激し
い虐待が内部告発によって明らかになった｡ 年にこの事件の調査報告書 『ロス
ト・イン・ケア』 () が出され, 施設にいる子どもたちが苦情を申し
立てることがいかに困難であるかが明らかになった｡ また報告書は, このような状況
を改善するために, 子どもアドボカシー施策の推進が有効であることも勧告している｡
次に年に起きたビクトリア・クリムビエ (歳)の虐待死事件は, 多機関が関
わった経緯があるにもかかわらず介入がなされなかったため社会的に大きな衝撃を与
えた｡  年には, この事件に関する調査報告である 『ラーミング報告』 (!"#
$%) が発表され, ｢専門家が誰一人として子どもと真剣に話しをしてこなかった｣
ことを, 虐待死を防げなかった理由の一つとして指摘した (!"# )｡ この事件
はイングランド・ウェールズにおける児童福祉に関する法律や施策を変革する契機と
なった｡
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以上の影響により, 年に独立子どもアドボカシーサービス提供が基礎自治体
に義務づけられ制度化される｡ イングランド・ウェールズにおけるアドボカシーに関
わる法律・規則は表のように整理されている｡
まず, 年養子縁組と児童法が改正され条が新たに挿入された｡ この
条の内容が年児童法にも挿入され, ｢第条 アドボカシーサービス｣ (
	
	) となった｡ これがアドボカシーサービスの法的根拠である｡ 第
条には以下ように規定されている｡
第条 アドボカシーサービス
() すべての地方自治体は, 以下の者に対して支援が提供されるように手配する｡
() 条項 [リービングケアの子どもに関する条項－－訳注] に基づいて意
見表明をしている, またはする意向のある者
() 条 [育成を受けている子どものあらゆる再検討に関する条項－－訳注]
に基づいて意見表明をしている, またはする意向のある児童
() この手配に基づいて提供される支援は, 代表による支援を含む
() 手配の際には,
() 関係省庁の規則によって禁止されている者が, 支援を提供することがない
ようにしなければならない｡
() この手配に関する規則の規定するところに従う｡
() 第項の目的のために制定された規則に従っていることを地方自治体が確
認するように求めるために, 関係省庁は規則をつくることができる｡
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 	
 
種 別 名 称
法 律
年養子縁組と児童法 (

) 改正
年児童法改正条
最低基準
子どもアドボカシーサービスの提供のための全国基準 (



	

 	
	) (
!"#$)
規 則
アドボカシーサービスと意見表明手続き (子ども) (修正) 規則年 (%	

	&

'() ((()&)'
)
アドボカシーサービスと意見表明手続き (子ども) (ウェールズ) 規則 年 (
	
	&

'() (#)&)'
)
手 引 き
『整理しよう－－年児童法の下で苦情申し立てを行う子どもへの効果的アドボカシー
提供のための手引き』 ($
*
	)+		
	

,
')
-.)
(') (+"#$
)
『苦情申し立てを行う子どもへの効果的アドボカシー提供のための手引き』 
	)
+		
	
,
')
-.)
(
() すべての地方自治体は, 本条に基づく支援提供の手配に関して, 適切な出版
物を発行しなければならない｡
この条文の () で言う ｢代表｣ には, 支援者 (アドボケイト) が代理として会議に
出席し, 代弁することも含んでいる｡ また() () で示された規則が ｢アドボカシー
サービスと意見表明手続き (子ども) (修正) 規則｣ である｡ この規則の第条
には以下のように規定されている｡
第条 苦情申立者等に提供すべき情報
() 苦情申立者から意見表明を地方自治体が受けた時には, 次の措置を執らなけ
ればならない｡
() アドボカシーサービスに関する情報を申立者に提供する｡
() アドボカシーサービス利用のための援助を提案する｡
() 条	または
条() [苦情解決制度に関する条項－－訳注] にもとづく意
見表明の意向を子どもが示していることを地方自治体が認知した時には, 次の
措置を執らなければならない｡
() アドボカシーサービスに関する情報を申立者に提供する｡
() アドボカシーサービス利用のための援助を提案する｡
この規則はアドボカシーサービス提供者への手引き ｢整理しよう－－年児童法
に基づいて苦情を申し立てる子どもへの効果的アドボカシー提供のための手引き｣
(	) に沿って年月から運用されている｡ この手引きは次のように述べ
ている｡
この手続きは, 苦情を申し立てるまたは申し立てようとする子どものためのも
のではあるが, 苦情ではない意見表明をも含んでいる｡ たとえば, 子どもが受け
ているサービスや住んでいる機関を変えるために意見表明を行う際に, アドボケ
イトの支援を受けられるようにするべきである｡ (	)｡
このように, 独立子どもアドボカシーは, イングランドにおいては, 法律上苦情申
し立てを含む意見表明の際に利用できるサービスである｡ こうした制度の下で, イン
グランドのアドボカシーサービスは, () ｢育成を受けている・ニーズがある・ケア
リバーである｣ のいずれか, () ｢公的医療を利用している｣, () ｢精神保健上の問
題をもつ｣ 子どもが対象となっている｡ それゆえ, ｢虐待対応, 児童養護施設, 里親
制度, 苦情解決制度, 支援を再検討する会議などでアドボカシーサービスが利用され
ている｣ (栄留 )｡
また, アドボカシーサービスを提供しているチャリティ団体の多くは, 法定サービ
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スではないが, ｢施設訪問アドボケイト｣ (	
) または ｢独
立訪問アドボケイト｣ (
) と呼ばれるサービスをも提供
している｡ 定期的に施設等を訪問し, 子どもの懸念や心配事を早期に発見し, 子ども
の意見表明を支援することが目的である｡ 『整理しよう－－年児童法の下で苦情
申し立てを行う子どもへの効果的アドボカシー提供のための手引き』 において, 教育
雇用省はこのサービスを推奨している ()｡
一方イングランドとは異なるウェールズの独自性について, 栄留 () は
以下のように整理している｡
これは子どもに関するサービス全般の質を確保するための枠組み 『子ども, 若
者, 妊産婦サービスのための国のサービス枠組み』 ( !	"
#"$%"&"' 	"()*+	,"-") (./)に
よって規定された｡ この枠組みはイングランドにもある｡ しかし, ウェールズは
この枠組みに独立アドボカシー (-) を盛り込み, すべての子
ども・若者が自由に利用できることが規定された (./)｡
もう一点, 異なるのは特別教育ニーズをもつ子どもへのアドボカシーについて
明記している点である｡ ウェールズでは, 年に制定された教育基準
(*(.	),*")0条及び1条に ｢独立アドボカシーサービス｣ と
して, 特別教育ニーズ裁判所の決定に対して控訴するために独立アドボケイトに
アクセスする権利が明記されている｡
このような制度によって, ウェールズにおいては, 上記イングランドと同様の制度
を核としながらも, 全ての子どもが利用可能なサービスとして独立子どもアドボカシー
サービスを発展させているのである｡
 	

	

イングランド・ウェールズにおいては, 権利侵害を受けやすくまた意見表明が困難
な特定のグループの子どものための専門アドボカシーが発展している｡ たとえば難民
や移民の子ども, 非行少年, 精神障害のある子ども, ケアリバーの子ども等である｡
障害児もこうしたグループの一つである｡
また障害児の場合には, 特別なコミュニケーションニーズや知的障害等のため, 意
見表明や聴取される権利を保障するためには特別な配慮や支援が必要な場合がある｡
以下, 障害児に対するアドボカシーの理論的基盤と概要, 課題について論究する｡
イングランド・ウェールズにおける障害児アドボカシーサービスの現況 (堀) ――
	

イングランド・ウェールズにおける障害児アドボカシーの発展の背景には ｢障害の
社会モデル｣ (	
	) がある｡ これは年代初頭に, フィン
ケルシュタイン (		) やオリバー (	) 等の障害を持つ研究者によっ
て理論化されたものである｡ 彼らはこの ｢障害の社会モデル｣ に依拠する研究を障害
学 (	) として体系化した｡ 障害学においては, 障害の本質を個人の属
性としての	ではなく, 社会的抑圧としてのに求め, 障害児者の
社会のメインストリームへの参加を疎外する障壁を問題としてきた｡
こうした理解に立って, 障害児教育と福祉においては, 障害児を無力化している環
境や社会のあり方, 配慮や支援の欠如を分析し, それを変革することに主眼が置かれ
てきた｡ たとえば, ( !") は, 次のように社会モデルに立った実践を進
めることの重要性を強調している｡
｢障害の医学モデル｣ と ｢障害の社会モデル｣ の つのモデルがある｡ これら
は障害に対する基本的態度を反映しているので, 両方のモデルを理解することが
重要である｡ そして実践者としては, 医学モデルは障害者によって抑圧的なもの
であると考えられていることを理解しておくことが重要である｡
また 『子どもアドボカシーサービス提供のための全国基準』 基準!では ｢すべての
アドボカシーサービスは平等を促進する明確な方針の下に提供する｡ そして年齢, 性
別, 人種, 文化, 宗教, 言語, 障害, 性指向により子どもが差別されないようにサー
ビスを監視する｣ と規定している (#＝ "$)｡ そして!%&では ｢機会平等を
含む研修がアドボケイトに対して行われる｡ 研修は難民と避難民の子どもたちに影響
を与えた政策, 障害児差別と障害児 (とりわけ乳幼児とコミュニケーション障害を持
つ子どもたち)の傷つきやすさへの理解を含んでいる｣ と規定しているのである (
"&)｡
	

子どもの権利条約 ｢第 条意見表明権｣ は ｢締約国は, 自己の意見を形成する能
力のある児童がその児童に影響を及ぼすすべての事項について自由に自己の意見を表
明する権利を確保する｡ この場合において, 児童の意見は, その児童の年齢及び成熟
度に従って相応に考慮されるものとする｣ と規定している｡ この条文の中の ｢自己の
意見を形成する能力のある児童｣ をどのように解釈するかが争点になってきた｡
このことと関連して, 国連子どもの権利委員会は, ｢一般的意見号 ( &年)乳幼
児期における子どもの権利の実施｣ の ｢$%乳幼児の意見および気持ちの尊重｣ にお
いて次のように述べている｡
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第条は, 子どもが, 自己に影響を与えるすべての事柄について自由に意見
を表明し, かつその意見を考慮される権利を有すると述べている｡ この権利は,
自己の権利の促進, 保護および監視に積極的に参加する主体としての乳幼児の地
位を強化するものである｡ 乳幼児の－－家族, コミュニティおよび社会への参加
者としての－－行為主体性の尊重は, しばしば見過ごされ, または年齢および未
成熟さにもとづいて不適切であるとして拒絶されてきた｡ 多くの国および地域に
おいて, 伝統的考え方にもとづき, 乳幼児が訓練および社会化の対象とされる必
要性が強調されている｡ 乳幼児は, 未発達であり, 基礎的な理解力, 意思疎通能
力および選択能力さえないと見なされてきた｡ 乳幼児は家庭において無力であり,
社会においてもしばしば声を奪われ, 目に見えない存在とされている｡ 委員会は,
第条は年少の子どもと年長の子どもの双方に適用されるものであることを強
調したい｡ もっとも幼い子どもでさえ, 権利の保有者として意見を表明する資格
があるのであり, その意見は ｢その年齢および成熟度にしたがい, 正当に重視さ
れ｣ るべきである (＝)｡
ここで重要なのは, ｢意見｣ (	
) に加えて ｢気持ち｣ (		) の尊重を明記した
点である｡ 身振りや表情, 行動を通して気持ちを表現することは最も幼い子どもも,
重度の障害を持った子どもも日常的に行っていることである｡ ｢もっとも幼い子ども
でさえ, 権利の保有者として意見を表明する資格がある｣ と明記されたことは, 権利
条約条の ｢自己の意見を形成する能力のある児童｣ という表現に含意される制限
を事実上撤廃し, 最重度の障害児を含むすべての障害児を意見表明権および聴取され
る権利の主体として規定したことになる｡
加えて障害者の権利条約 ｢第条障害のある児童｣ は以下のように規定している｡
締約国は, 障害のある児童が, 自己に影響を及ぼすすべての事項について自由
に自己の意見を表明する権利並びにこの権利を実現するための障害及び年齢に適
した支援を提供される権利を有することを確保する｡ この場合において, 障害の
ある児童の意見は, 他の児童と平等に, その児童の年齢及び成熟度に従って相応
に考慮されるものとする｡ (年 日本政府訳 『障害者の権利に関する条約』)
ここでは障害児の意見表明権を明確に規定すると共に, ｢障害及び年齢に適した支
援を提供される権利｣ を掲げている点が重要である｡ 特別なコミュニケーションの方
法を使ったり, 言語・シンボルによるコミュニケーションを行わない子どもの場合に
は, 適切な支援が提供されなければ事実上意見表明は不可能だからである｡
イングランド・ウェールズを含む連合王国 () は, 両条約を批准しており, 独立
子どもアドボカシーサービスはこれらに依拠して制度化されている｡ 上記の一般意見
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及び条文は, 障害児に対する専門アドボケイトの必要性の根拠となっている｡
	

障害児にとってアドボカシーが重要な理由をナイトら (ら 	
) は次
の点に整理している｡
①子どもを低く価値づけるとともに, 障害児をとりわけ脆弱な (), 保
護が必要な存在と認識する社会で育つこと｡
②障害児は虐待とネグレクトの対象になりやすいこと｡
③障害児は施設に入る事が多く, いくつかの施設では未だに虐待が行われている
こと｡
障害児に対する権利侵害は具体的には②・③の形で現れるが, その背景には①が存
在している｡ すなわち障害児をを持った存在と捉える障害児観が, 家庭
や施設, 学校における虐待の背景にあるのである｡ しかし, 障害児を権利行使主体と
認識し, 彼らの参加と意見表明を保障しようとする立場からすれば, と
いう言葉で表現される障害児の依存的地位そのものが社会的に構築されたものであり
その克服が課題となるのである｡
上記のような問題とも係わって, イングランド・ウェールズにおいても障害児のア
ドボカシーサービスには障壁があることが実証されている｡ アトキンソン (

) は ｢大抵の子どもがほとんどあるいは全くアドボカシーにアクセスしてい
ない｡ 知的障害や読字書字障害 () があり, 文字を書
いたり電話を使うことができずほとんど, あるいは全く話すことができない子ども達
はとりわけそうである｣ と指摘している｡
チルドレンズソサエティ ( !) は"年に ｢子どもの権利擁護主事
及びアドボケイト｣ ( #$) に所属するイングラン
ド・ウェールズの%"団体を対象に郵送法によるアンケート調査を行なった｡ 調査
内容は年&月から月にかけての障害児へのアドボカシー提供の有無及び具体
的内容等である｡ この調査結果は報告書 ('") として発表された｡
報告書によると, アドボカシーサービスを提供している	団体の内&は, 
年&月から月に障害児へのアドボカシーサービス提供を行っていた｡ サービスを
利用した障害児は約	""人である｡ 約&割の団体は育成を受けているかリービング
ケアの障害児にだけサービスを提供していた｡
地方自治体または特別学校等からアドボカシーサービスの委託を受けている%団
体の内, 	団体のサービス水準契約において障害児へのアドボカシー提供が明示さ
れている｡ %団体の契約においては, 明示はされてはいないが, 暗黙の了解として
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それを含んでいる｡ 団体の契約には含まれていない｡
障害児へのサービス提供を行っている団体中団体は申請を受け付けられな
いかサービス提供ができないケースがあったと回答している｡ 委託団体である地方自
治体が指示のできる障害児にのみサービス提供を認めていたり, サービス提供の余裕
がなかったり, 会議の直前の申請であったりしたためである｡ 団体中団体のみ
が ｢①自閉症・②言葉を話さない障害児・③重度知的障害児｣ のつのカテゴリーす
べてにサービス提供を行っていた｡ 団体は｢②言葉を話さない障害児｣へのサービ
ス提供はできないと回答している｡ 団体はつのカテゴリーすべてにサービス提供
を行っていなかった｡
この調査結果から, 障害児のアドボカシーサービスへのアクセスは健常児に比べて
困難であり, そこには障壁があると結論づけている｡ この調査で抽出されたアドボカ
シーサービスを可能にする要因と, 困難にする障壁は次のようなものである｡
可能にする要因
・団体の価値観, 関与, 権利基盤アプローチに基づくアドボカシーサービス理念
・創造的で柔軟で子ども中心のアプローチ
・子ども及びアドボカシーサービスを委託している行政のアドボカシーについて
の理解
・障害児の意見・願い・気持ちが聴取されることを保障する (独立再検討官のよ
うな)鍵となる専門職の関与
・今存在しているものであれ, 訓練と雇用によって長年にわたって発展してきた
ものであれ, 組織内に蓄積されているアドボカシー技術の基盤
・専門的支援を受けるために外部コンサルタントにアクセスできること
・現実的で柔軟に運用できる財源があり, アドボケイトが障害児に対して必要な
時間を割くことができること (	
)
困難にする障壁
・障害児は意見表明が可能でまたその権利を持つということについての専門職の
理解の欠如
・アドボカシー申請時期が不適切であること｡ 申請に関する専門職の理解に問題
があること｡
・権利とアドボカシーサービスへの障害児の理解促進が十分でないこと｡
・非指示的アドボカシー実践への合意が欠けていること｡
・財源が限られており, その結果資源が欠けていること｡
・適切な訓練が限定されていること｡ (	
)
障害児へのアドボカシー提供が進んでいるイングランド・ウェールズでも, 多くの
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課題があると認識されているのである｡
	

以上のような障壁の指摘の他に, 障害児アドボカシーを困難にしている基本問題に
ついての指摘がある｡ それはイングランド・ウェールズにおける近年の子ども施策そ
のものと関わっている｡
イングランドの子ども政策の基礎となる基本的な考え方は, 政策提言書 『すべての
子どもは大切』 およびその内容を盛り込んだ年児童法にある｡ この二つの文書
は, 子どものためのつの成果指標を促進することに焦点を当てている｡ それは ｢健
康であること, 安全であること, 楽しみかつ目標を達成すること, 前向きな活動に寄
与すること, 経済的ウェルビーイングを達成すること｣ のつである｡
こうした政策の下で子どもの生活とライフチャンスに一定の進歩がもたらされたと
指摘されている｡ しかしながら, その中に障害児の権利という立場から考えた時に根
本的な問題があるということが指摘されている｡ たとえばリスター (	
) は
｢(この政策の中には社会的投資モデルが本来的に存在しているので)現在の子どもの
生活の質, 平等, 権利よりも, おとなになるプロセスとしての現在に焦点が当てられ
ている｣, すなわち	(現在の子ども達の生活や福祉) よりも	(将来の貢
献)を重視しているということを指摘している｡ これを受けて, マーチンとフランク
リン (

) は, ｢もし将来の経済的貢献に向けての子ども
達の潜在能力に価値が置かれるなら, 将来の労働力の一翼を担うことのない障害児は
どのように価値づけられるのであろうか｡ またより広い観点からすれば, 子どもがそ
のままでかけがえのない存在であるということはどのように価値づけられるのであろ
うか｣ と批判しているのである｡
  !
"#	
$%
イングランド・ウェールズにおける子どもアドボカシーを先導し, 現在も重要な役
割を担っているのはチャリティ団体である｡ 年の調査 (	
) によれ
ば, 地方自治体が直接的にアドボカシーサービスを行っているのは％で, ％は
チャリティ団体が地方自治体からの委託を受けて行っている｡ アドボカシーサービス
を担っている全国規模の主要なチャリティ団体は, ボイス (	) と全国青年アドボ
カシーサービス( !"#$%&	
	略称 !$&)チルドレンズソサエティ
('#
	(	%), バーナード ()

() であるが, イングランドのコーンウォー
ルアドボカシー ('
*$%), ウェールズのトロスガナル (+
,%) な
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ど地域に根ざして独自のサービスを提供している団体もある｡ 本稿では全国規模の団
体としてボイスを, 地域独自の団体としてコーンウォールアドボカシーを取り上げる｡
さて, これらのチャリティ団体は行政からの独立性とアドボカシーの専門性を持っ
た団体として今日の基礎自治体のアドボカシーを支えている｡ 受託先は競争入札によっ
て決定され, 受託した団体は基礎自治体とサービス水準契約 (
	
) を結ぶ ()｡ この契約には, 提供するサービスの内容と範囲,
質に対する達成水準が規定されている｡

｢ボイスは家から離れて生活している子どもや, ニーズのある子どものための全国
的なアドボカシー団体であり, 全国的なヘルプラインを開設している｡・・・中略・・・
公的ケアの下にある子どものエンパワメントと彼らの生活向上のための運動を行う全
国的チャリティ団体である｣ ()｡ ボイスは年からケア下にある子ど
もへのアドボカシーサービスを提供している｡ 活動開始時の団体名は ｢ケア下にある
子どもの声｣ (	) である｡ その後ケア下にある子どもたち
の調査を行ったり, ヘルプラインを開設し行政から契約を受託するようになった｡
ボイスの活動目的は次のようなものである｡
・すべての活動を通じて子どもの権利条約の完全実施を含む子どもの権利を促進
する｡
・公的なケアの下にある子ども及びニーズのある子どもの生活を改善するために
法律・政策・実践を改革するための運動を行う｡
・法律・政策・実践の発展とサービス提供における子ども参加を支援する｡
・子どもたちに良質のサービスを提供する｡
・雇用とサービス提供において, 機会均等と反差別を保障する実践を行う｡
・子ども中心の実践に熱意をもつ人たちと機関が連携できるようにする｡ (
)
また, ボイスは毎年人以上の子どもに直接サービスを提供し, 児童保護領域
の専門職に対して専門的な助言と訓練を提供している ()｡
	

ブレディ ( !"#$) は専門アドボカシーを ｢コミュニティ専門アドボケ
イト・保護施設における独立アドボケイト・子どもの権利主事 (%&'
&
()・独立精神保健アドボカシー ()*	)・独立意思能力アドボカシー ()*+	)・
非指示的アドボカシー・ヘルプライン・訪問アドボカシー・法的アドボカシー｣ の
イングランド・ウェールズにおける障害児アドボカシーサービスの現況 (堀) ――
種に分類している｡ ボイスは, このうち, 里親委託及び児童福祉施設入所児童を対象
にしたコミュニティ専門アドボケイト・訪問アドボケイト・専門アドボケイト (難民・
精神保健・障害児等)を提供している｡
ボイスでは児童養護施設, 少年院, 児童思春期精神病棟, 特別支援学校寄宿舎など,
様々な施設への訪問アドボカシーをも提供している｡ ボイスは, 以下のようにこのサー
ビスを説明している｡
ボイスは年以来公的ケア下にある子どもを対象とした訪問アドボカシー
サービスを提供してきた｡ 私たちは全国の児童養護施設に訪問アドボカシーサー
ビスを提供してきたのである｡
このサービスの目的は, 行政からもケアサービスを提供している機関からも完
全に独立した訪問アドボケイトが定期的に施設を訪問することにより, ケア下に
ある若者をエンパワーし, 保護することである｡
定期的訪問を通して, アドボケイトは子どもと信頼関係を構築する｡ アドボケ
イトは, 若者が自分の希望と気持ちを表現できるようにエンパワーし, 紛争と困
難を解決して, 若者が自分の生活に影響を与える決定に参加できるように支援す
るのである (発行年不明)｡
訪問アドボカシーは通常施設を運営する団体とアドボカシーを提供する団体との契
約に基づいて派遣される｡ 契約には, 訪問回数, 料金, マネージメントの方法, 個人
情報の取り扱い, 施設提供団体及びアドボカシー提供団体の責務等が記載される｡ ア
ドボケイトは通常一つのユニットにつき	週間に一度訪問し, 提供団体のアドボカ
シーマネージャーによってスーパービジョンを受ける, また半年ごとにサービスの評
価と見直しが行われる (
)｡
	
	

ボイスには常勤スタッフとして障害児専門アドボケイトが勤務している｡ 具体的な
サービス提供の事例として (	) は以下のように述べている｡
重い自閉症の歳の若者の事例である｡ 彼は歳までは母親と一緒に住ん
でいた｡ ところが母親に対して攻撃的になったので, 母親が行政に相談して病院
に入院して薬の投与を受けることになった｡ そして今後は施設入所という方向に
なっていた｡ このときに, 子どもの意思を確かめるためにアドボカシーの依頼が
あった｡ アドボケイトは十数回病院へ行って話を聞き彼の様子を観察した｡ 母親
や教員が来たときにどのような反応をするかなどである｡ 彼はマカトンで, ｢家
に帰りたい, 母親が恋しい｣ と訴えたので報告書を作成した｡ この事例は裁判所
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の判断を仰ぐことになったが, 最終的には自宅で生活できることになった｡
知的障害やコミュニケーション障害を持たない障害児の場合には, アドボカシーは
健常児と同じ形態・方法で提供され得るものである｡ 一方手話や文字盤などの特別な
方法を用いる子ども達や言語障害がある子どもたちのアドボカシーは, コミュニケー
ションニーズを満たすため一定の知識・技術を必要とする｡ とりわけ重度の知的障害
があり言葉による会話を行わない子ども達へのアドボカシーは, コミュニケーション
に特別な知識や技術を必要とするだけではなく, 特有の形態・方法のアドボカシーを
提供する必要があり, その結果ジレンマに直面することになる｡ 知的障害の程度が重
くなればなるほど, そのジレンマは増幅する｡
アドボカシー一般において, クライエントの指示は最も重要な成立要件である｡ 子
どもの参加と意見表明を支援する能動的アドボカシーにおいても, 子どもの指示はア
ドボカシーの成立要件である｡ このことを ｢子どもアドボカシーサービス提供のため
の全国基準｣ は次のように述べている｡
子どもがアドボカシーの過程を導く｡ アドボケイトは子どもの表現された許可
と指示の下にのみ行動する｡ それが ｢子どもの最善の利益｣ についてのアドボケ
イトの意見とは異なる場合でさえそうするのである｡ 例外的な状況においてのみ,
この基準は破棄される (＝	
)｡
ここで例外的な場合とは, 子ども自身または他の人に対する ｢重大な侵害｣ の恐れ
がある場合であり障害は含まれない｡ アドボカシー提供の過程で障害に適した支援を
提供することは, とりわけ基準で次のように規定している｡
障害児と乳幼児のコミュニケーションニーズに特別な関心を払う｡ そこには乳
児と重複障害, 知的障害の子どもが含まれている｡ 乳幼児や障害児の中には, 創
造的で感覚的なアプローチを必要とする子どもたちもいる｡ それは新しいテクノ
ロジーやマルチメディアや非言語的なコミュニケーションの利用を含んでいる｡
応答を理解できるように訓練を受けたスタッフが必要な子どもたちもいる (	

)｡
言語的な指示が困難ないし不可能な子どもに対するアドボカシーをイングランド・
ウェールズでは非指示的アドボカシー () と称する｡ ボイラン
とダリンプル ( 	!) は非指示的アドボカシーには,
人間中心アプローチ, 人権アプローチ, 観察 ("#$%) アプローチ, 最善の利
益アプローチのつのアプローチがあると述べている｡ そのうち最も主要なアプロー
チは, 人間中心アプローチであり, それは子どもと信頼関係を築き, 好嫌を理解し,
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それをもとに彼らの願いを推量しアドボケイトするというプロセスをたどる｡
非指示的アドボカシーが障害児にとって大きな利益になることは疑いがない｡ しか
し指示がアドボカシー成立要件であることからすれば, とりわけ子どもの参加と意見
表明を保障する能動的アドボカシーは ｢子どもの表現された許可と指示に従う｣ こと
によってのみ可能になるということを考慮するならば, 非指示的アドボカシーは矛盾
した営みでありジレンマを抱えることになる｡ たとえばあるアドボケイトは ｢アドボ
ケイトの考えか子ども自身の希望か紙一重である｣ (	
) と
述べている｡
ボイランとダリンプルは非指示的アドボカシーを巡る問題を次のように整理してい
る｡
しかしながら, (子どもの指示なしに彼らの福祉を保護促進する－－訳注)人物
は独立専門アドボケイトではあり得ない｡ 子どものために働くすべての専門職
は, 役割の一部として, 傷つきやすい子どもの権利と福祉を保護促進しなければ
ならない｡ それゆえ近年非指示的アドボカシーと呼ばれるようになったものはア
ドボカシー領域の中に適切な位置を占めることができるのか, それともロビー活
動や運動の延長に過ぎないのかという疑問が残る｡ (



)
すなわち子どもの指示に従うのではなく自分の判断で子どもの権利と福祉の擁護促
進活動に従事する人は, 第のソーシャルワーカーか運動家であり, 子どものアドボ
ケイトではないのではないかという疑問を提示しているのである｡ これは非指示的ア
ドボカシーを巡る根本的な問題である｡
 	
			
	
		
コーンウォールアドボカシー (
  年不明) は, 組織の概要を以下
のように述べている｡
私たちは知的障害 (
!"
) を持つ人たちに対して, 様々なアドボカ
シーを提供するコーンウォールの独立した民間団体である｡ アドボカシーとは,
意見を表明する際に援助を提供することである｡ コーンウォールアドボカシーは
無償であり, 一切の費用負担は発生しない｡ アドボケイトは最も重要なのは利用
者の声であることを確信している｡ すなわち, 利用者だけがアドボケイトに取る
べき行動を指示することができるのである｡ アドボケイトは利用者の声と意見が
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聴かれるように支援する訓練を受けている｡ アドボケイトは情報を提供し, 利用
者が選択肢を検討し, 希望を表明するのを支援する｡
この団体は年間予算£(	
) で, 名の有給職員を
擁し (	
年不明), イングランドのアドボカシー団体としては小
規模である｡ しかし, 年に ｢アドボカシーのための行動｣ (	)
から優秀賞 (	
) を受けていることに見られるように優れた
実践で知られており, また他の団体には見られない独自の活動を展開している｡ コー
ンウォールアドボカシーの特徴は以下の通りである｡
①独立性を重視し, 民間基金から財源を得ていること｡
②知的障害児者のみにアドボカシーを提供していること｡
③ケースアドボカシーだけではなくグループアドボカシーを提供していること｡
④アドボカシーの効果を測定する独自の方法を開発していること｡
	

コーンウォールアドボカシーの最大の特徴は, 独立性を重視するために活動のため
の財源は基金から得ている点である｡ 行政からはコアコスト (事務所維持費等) のみ
を得, 施設等サービス提供先からは一切得ていない｡ (表参照)
これは独立性を確保することが最大の目的としているからである｡ この点に関して,
ジャレット () は次のように述べている｡
イングランド・ウェールズにおける障害児アドボカシーサービスの現況 (堀) ――
 
 ! "	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  
# #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$		%&!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	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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	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! -- ― -- --
.!/	/		 01 ― 01 -1
	
234*56*(!! ― ― ― --
'		5  ―  
	
	 ― -- -- ―
$77)8' ―   ―
0 -- --1 1
イングランドでは独立したものとされているアドボカシーの中には, 真の独立
性を持たないものもある｡ 独立性という言葉で私が意味しているのは, 一切の権
威から影響を受けないことである｡ 行政や政府から指示されるのではなく, 子ど
もたち一人ひとりのために, そして彼らのニーズと希望のために私たちは存在し
ていると確信している｡ それゆえ, 独立性は私たちにとって何よりも重要なので
ある ()｡
アドボカシーサービス提供のための財源を行政や施設等から得ていないが故に, コー
ンウォールアドボカシーは行政や施設等との契約なしに, 利用者である知的障害児者
との契約に基づいてサービスを提供している (	
)｡
行政から事業委託を受けるということは, 行政とのサービス水準契約に拘束される
ということである｡ コーンウォールアドボカシーはそうした拘束を受けないが故に,
年齢・障害の程度・境遇の如何によらず, 支援を求める全ての知的障害者にサービス
を提供している｡ ジャレットは以下のように述べている｡
あらゆる所のあらゆる人から照会が可能である｡ 子ども自身がアドボケイトを
利用したいと希望する場合もあるし, 教員, 親, ソーシャルワーカー, 医療関係
者から照会が来る場合もある｡ 施設や病院に限定することなく, 誰もが個人的に
照会可能である｡・・・中略・・・様々な場所, 様々な学校やカレッジ, 病院,
レスパイトセンター, 若者の自宅, 家庭内で問題を抱えている場合には例えばマ
クドナルドにも行く｡ あらゆる場所に私たちは行くのである ()｡
この資金面での独立性の強さは, 利用者のみの立場に立って, 行政機関への働きか
けや苦情申し立てを強力に行うことができる基盤となっている｡
	

コーンウォールアドボカシーは課題基盤アドボカシー (	)・チ
ルドレンインニーズ ()・ホーププロジェクト ()
のつのプロジェクトを行っている｡ 課題基盤アドボカシーは, 収入, 住居, 福祉
サービスの利用, ソーシャルワーカー等に意見を聞いてもらえないなど, 何らかの問
題を感じている知的障害者を支援するものである｡ ニーズのある子どもプロジェクト
は, 主に歳から 歳の知的障害を持つ若者を対象に, 児童サービスから成人サー
ビスへの移行 () を支援するものである｡
ホーププロジェクトは, 知的障害を持つ親を支援するものである｡ このサービスに
ついて, コーンウォールアドボカシーは以下のように述べている｡
知的障害のある親は, 子育ての上で, 他の親が経験しているのと同じ困難に直
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面している｡ 加えて, 保健・福祉・法律諸機関による監視とアセスメントととも
に, 知的障害に伴う困難をも経験している｡ コーンウォールにおいても国内の他
の地域においても, 知的障害を持つ親の子どもは施設で養育を受けたり, 児童保
護計画の対象になる顕著な傾向がある｡ 不幸なことに, こうした危惧ゆえに, 状
況が危機的になるまで親が援助を求めないことがしばしばある｡
ホーププロジェクトは, 子育てのあらゆる段階にいる親を対象とした, 無料で,
すぐに使え, アクセスしやすいアドボカシーサービスである｡ 理想的には, 出生
前から適切な情報と支援が得られるように, 子育ての最初から親を支援したいと
私たちは望んでいる (	
不明)｡
知的障害児者に対象を絞って, しかも出生前の児童から成人までを対象としている
ことで, 切れ目のない専門的なアドボカシーサービスを提供しているのがコーンウォー
ルアドボカシーの特徴である｡
実際の利用方法としては, まず利用者自身又は関係者が ｢アドボカシー申請書｣
(	
)を送付して照会する｡ 電話による照会も可能である｡ その
後, 		
と題するブックレットをもとにサービスの詳細について
説明し, 利用者とコーンウォールアドボカシー間で契約書 (
	
) を交わす｡ これに基づいて, 課題解決までケースアドボカシーを
実践するのである｡
	

では, 個別アドボカシーに加えて, グループアドボカシーを提供している｡ こ
のことに関して, ジャレットは次のように述べている｡
子どもが意見表明に困難を抱えていたり, その支援がないために, アドボカシー
が必要だと考え, 他の専門職や親が照会することがある｡ その場合には, 私たち
はその子どもを対で支援する｡ 私たちが行っているもう一つのサービスは,
学校やカレッジ, ユースグループに出かけて, セルフアドボカシーグループを組
織し, 現在及び将来の希望を若者が自分自身で語ることができるように励まして
いる｡ 私たちは個別アドボカシーとグループアドボカシーの両方を提供している
のである｡ ( ! )｡
一般的な意味での施設や病院への訪問アドボカシーは ! 年"月現在実施してい
ないが, デイサービスセンター・カレッジ等に訪問し, グループアドボカシーを行っ
ている｡ 通常 週間に一度訪問するが, "週間に回, 月に回, 学期に回など多
様である｡ セッションの時間は#$分から時間程度で, 人数は$人から !人程度
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である ()｡
グループワークの実際に関して, ジャレットは次のように述べている｡
例えば, 余暇にしたいことについて話し合う｡ まず, 現在していることを出し
合う｡ たとえば音楽だったりする｡ 次に, ｢何でもできるとしたら何がしたいで
すか｣ と質問する｡ そうると ｢ロッククライミングがしたい｣, ｢パラシュートが
したい｣ など様々なものが出てくる｡ 次にどうすれば実現できるかを考える｡ そ
の結果, 教師や両親, ソーシャルワーカーに, 話すことになるかもしれない｡ こ
れは一例であるが, アートやドラマのように非常に実践的・創造的で, すべてが
独自の展開をたどる｡ ()
また, ベイトマンは, グループアドボカシーでの代弁機能に関して次のように述べ
ている｡
デイサービスを訪問しているアドボケイトもいる｡ 施設経営者達は運営方法を
変更しようとしたが, 利用者は変更を望んでいないケースがあった｡ それで, ア
ドボケイトは利用者全員とグループで会った｡ そして, 利用者の総意として, 変
更を望んでいないことを聞き取った｡ そこで, 経営者達に働きかけて, 利用者が
望まない変更は行われないことになった (	

)｡
	

コーンウォールアドボカシーでは, 独自のアドボカシー効果指標 (	
)を開発している｡ この尺度について, コーンウォールアドボカシー
は, 以下のように述べている｡
コーンウォールアドボカシーでは, サービス利用者のために, アドボカシーの
効果をモニターし記録している｡ 私たちは, 支援の期間中定期的に効果評定を行
い, また終結にあたって効果評定を行っている｡ このことによって, 継続的に良
好なサービスを提供することが可能になるとともに, 行政機関と他団体に対して
協調すべき領域を提示することが可能になっている｡ また, 各基金に対して私た
ちのサービスの質を示す根拠を提供するものでもある (	


)｡
効果指標の大項目は, 以下のようなものである｡
１ エンパワメントと生活の質 (		 )
２ 健康 (!")
３ 関係性 (#	")
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４ 居住 (	)
５ 経済状態 (
		)
６ 仕事, 余暇, 教育 (		)
７ 移動 ()
８ その他の効果 ()
９ 他機関の照会案内 (	 )
!" 肯定的効果不明 (#  )($	% &"!"'
&(!!)
言語による意見表明が困難な知的障害児に対しては, 人間中心アプローチ, 人権ア
プローチ, 観察 (%	) アプローチ, 最善の利益アプローチなどの方法を用
いる非指示的アドボカシーが行われる｡ そのため, アドボカシー効果の評定について
も, 多方面にわたる指標が必要になる｡ コーンウォールアドボカシーの効果評定指標
は, そのような意味で優れたものである｡
しかし同時に, ｢非指示的アドボカシーをめぐるジレンマ｣ が指標をめぐって存在
している｡ すなわち, ｢生活の質｣ や ｢健康｣ の向上を指標として効果を評価し, ま
たそれを目指してアドボカシーが行われることになれば, ｢子どもの指示に従うので
はなく自分の判断で子どもの権利と福祉の擁護促進活動に従事する｣ ということにな
るのではないかというジレンマである｡ そうであれば, アドボケイトは ｢第&のソー
シャルワーカー｣ という性格が強くなり, 利用者の参加と意見表明を支援するアドボ
ケイトとしての性格が希薄化するのである｡ この点が障害児アドボカシーをめぐる根
本的な問題である｡
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